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このリストの書籍をご希望の方は、
同封の振替用紙の通信欄てお申し
込み下さし、書籍代は送料共でお振
り込みくださいますようお願い致
します。
ご注文の本の定価の合計額に、下の

表の送料を合わせてお送り下さや、
なな お電話でのご注文も受け付け
ていま丸

却∞円以下の場合   300円
lJ∞1円～卸m円の場合  佃 円
3卿1円～5βm円の場合  卿 円
5仰円4QOm円の場合  axl円
職∞1円以上の場合   7CXl円

ウ
段 女子大学と川崎市教育委員会が共催で開いた生活学講

座のこと。本書は、女性が男女共同・平等・参画型社

会の担い手となることを目指した、生涯学習の試みと

実践を記録している。

『世紀末のフェミニズムー四つの国の女たち』

スーザン・バスネット 後藤久美子訳
田畑書店 1993年 7月  2400円

ニューフェミニズム運動は、真にカウンターカル

チャーであり得たか ? 自ら関わったアメリカ、旧東
ドイツ、イタリア、イギリスの四つの国の女たちの運

動を極力客観的に分析し、批判する。しかし著者は世

紀末のフェミニズムに向け、階級、人種、国籍を越え、

ジェンダーによって結びつく女たちの連帯を予見し、

希求してやまない。

『都市と女性の社会学一性役割の揺らぎを超えて』

矢澤澄子編 サイエンス社 1993年 11月  1957円
高度経済成長の最盛期、60年代末、大卒女性の専業主

婦化はピークに達した。都市型生活世界の中で、囲い

込まれた女性たちの主婦的状況の悩みは深い。都市に

生きる等身大の女性像の解明一性役割の拘束とアイデ

ンティテイーの模索のための社会学的アプローチの書。

『ドイツの見えない壁―女が問い直す統一』

上野千鶴子 田中美由紀 前 みち子
岩波書店 1993年 12月  620円

ドイツ統一をめぐる東ドイツの女性運動の変化を、 3
人の女性学研究者が追った。統一後3年、彼女たちの

質的調査と取材の結果は悪い方に予測が的中した。既

得権―中絶の権利や社会保障はどんどん狭められた。

権利は常に聞いのプロセスからしか生まれない。だが

今、東と西の女たちは、生きにくい社会に抗して、ど

のように共に歩み始めるのだろうか。

イメンズブック最新刊
[女性間

『おんなと日本需』

は ?]

れいのるず =秋葉かつえ編 有信堂
1993年 10月  2781円

日本語社会のモヤモヤとあいまいな性差別について仕

分けする書。江原由美子他による「性差別のエスノメ

ソドロジー」分析が面白い。女と男の会話を参与観察

し、会話の中にどのような権力装置が入り込むかを実

証する。男女の日常会話に潜む性差別に、なるほどと

思う。

『主婦一忘れられた労働者』
レイ・アンドレ 矢木公子 黒木雅子訳
勁草書房 1993年 11月  5665円

原題は 『HOMEMAKERS:The forgotten Workers』 。
著者は組織心理学者で、企業における労働生活の質の

向上を研究してきた。本書では “稼ぐ手段を持たない

労働者 =主婦"が抱える問題とは何かを探り、その解
決法を探っている。

r女性問題学習の視点一国立市公民館の実践から』

伊藤雅子 未来社 1993年 11月  2575円
公民館の女性問題講座を担当してきた著者の実践と思

いをまとめたもの。官製の「生涯学習」が呼びかけら

れる前から、手づくりの「社会教育」があった。女と

子ども、老い、性と働くことをめぐって学び、自分の

言葉、思考を育てていった主婦たちの仲間づくりが今、

地域で実を結びつつある。

『生活学を学ぶ

一ウィメンズ。ライフロング・カレッジの実践』

日本女子大学女子教育研究所編 ドメス出版
1993年 11月  2060円

「ウィメンズ 。ライフロング・カレッジ」とは、日本
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『フェミニズム・コレクションI一性 。身体・母性』
加藤秀一 坂本佳鶴恵 瀬地山 角編
勁草書房 1993年 11月  3296円

性暴力、セクシュアル・ハラスメント、買売春、ポル

ノグラフイー、ミスコン、そして母性をめぐるコレク

ション。「からかいの政治学」 (江原由美子)、 「お産と

出会う 抄」 (吉村典子)等、11編が収められている。

『フェミニズム・コレクションⅢ一理論』

加藤秀一 坂本佳鶴恵 瀬地山 角編
勁草書房 1993年 12月  3296円

知の冒険がすきな編者たちによるコレクションもこれ

で完結。女性学とは何か、家族論、フェミニスト批評、

男の解放を視野に入れ編纂。「女性学のめざすもの」

(井上輝子、原ひろ子)、 「女は世界を救えるか」 (上

野千鶴子)、「『智恵子抄』は光太郎の贖罪のうた」 (駒

尺喜美)等、15編を収めている。

rフ ェミローグ4-日 本文化を問い直す』
『フェミローグ』の会編 玄文社

1993年 11月  1000円

日本主義や和の精神をフェミニズムの立場から撃つ

フェミローグの会の第 4弾。一本一草に宿る、ヌエの
ような天皇制、日本的なるものを問い直す作業は、な

かなか難しい。混迷する時代、果たしてフェミニズム

は時代を切り拓く有効な手段となりうるか。

『もう、「女」はやつてられない』

田嶋陽子 講談社 1993年 10月  1800円
これまであちこちで発表してきた評論を、一冊に収集。
いずれも文学をフェミニズム批評の視点から鋭く論じ

たものばかり。恋 (奪うこと)と 愛 (関係を維持する
こと)の矛盾を斬り、父の娘 (父権制を支持する娘)
と母の娘 (母の苦悩にのみ込まれる娘)の断絶から男
社会をえぐる著者のシャープさに、これからも期待し

たい。

[女性と仕事]

『工事現場に輝くオンナ』

松村みち子 NTT出版 1993年 11月  1500円
著者自身、土木業界で働いてきたという経歴の持ち主。

「土木技術者女性の会」中部地区世話人でもある。人

手不足を背景に増えた工事現場で働く女たちを取材。

生き生きと働く姿を紹介すると同時に、女たちの個人

的頑張りの前で壁となる業界の体質をも明らかにして

いる。

『女子高生のための仕事の本』

森 絹江 ユック舎 1993年 8月  1545円
「何で働かなくちゃいけないの ?」 という女子高校生

の前でおぼえる戸惑い。「主婦になるのが悪いとは思

わないけれど…(で も、何か気になるの)」 と、著者は

思案する。本書は、そんな著者と女子高校生たちが一

緒に考え、働く女たちにインタビューした一冊。働く
ことと稼ぐことの間にある現代女性事情が見えてくる。

『母が教えてくれなかつたゲーム』
ベティ・L。 ハラガン 福沢恵子 水野谷悦子共訳

WAVE出版 1993年 12月  2800円
本書は『ビジネス・ゲーム』の完全翻訳版。ビジネス

とは別名パワーダームのこと。著者はそのルールと、

働くことへのクールな姿勢、仕事で成功する秘訣を女

性たちに伝授している。でも成功したいと思うかどう

かは、それぞれが決めること。ただどんな道を選ぶに

しても、「道中どうぞご無事で」と願わずにはいられ

ない状況があるのは一緒だと思う。

F平成5年版 働く女性の実情』
労働省婦人局編 大蔵省印刷局 1993年 10月  1200円
今年から本書の名称が、「婦人労働の実情」から「働

く女性の実情」に変わった。パートタイム労働者や働

く女性に関する対策、統計表、女子労働関係判例を収

録している。

『ワーキングウーマン症候群J

杵測幸子 大月書店 1993年 11月  1400円
心の中は本当はプルーなのに、何とか自分を励まして

(ごまかして)働 くのはしんどい。著者はメランコリッ

クな気持ちを隠さずに「語る」ことが、自分らしい生

き方を見つける第一歩だという。職場のストレス、恋

愛、結婚、拒食、過食などをテーマに、ケースを紹介。

痛みの深層を洗い出す作業へといざなっている。

『わたしの就職活動レポート』

等身大女子学生DAN編 マール社 1993年 11月 900円
今や大学はレジャーランド。学生は就職活動を通して

はじめて社会の厳しさと向かい合う。本書は、編者た

ちが友人から友人へと呼びかけて行ったアンケートを

まとめたもの。不況のしわ寄せをあびた女子学生たち

が就職活動で感じた怒り、困惑、そして人生観が、ス

トレートに表現されている。

[女性論・ エ ッセイ ]

『愛、まさにその名のもとにJ

落合恵子 岩波書店 1993年 10月  1500円
落合恵子は60年代末の思想を今も誠実に持ち続けてい

る。彼女の文章には、理想や正義、友情など、時代か

ら忘れられそうな言葉が、生き生きと生きている。自

分を生きる柔らかなイデオロギーを、未来に予感させ

るエッセイだ。

『矩形感覚』

富岡多恵子 朝日新聞社 1993年 12月  1400円
研ぎすまされた言葉の感覚と意味が満載の富岡多恵子
の最新エッセイ。「女ぎらい」の文化の三島由紀夫論、

性の観念小説について書かれた中勘助論が圧巻。短い

文章に凝縮された著者の思想がみえる。

『サザエさんからいじわるばあさんヘ

ー女 。子どもの生活史』

樋口恵子 ドメス出版 1993年 11月  1545円
「サザエさん」はアニメでみるほど保守的な漫画では
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ない。むしろ長谷川町子はフェミニストではないかと

思っていた私は、この本でその思いに確信を持った。

戦後すぐ、普通の三世代家族を描き始め、人生70年が

常識になった頃「いじわるばあさん」が出てくるあた

り、実に的確に時代を読んでいる。巻末のサザエさん

年表は、戦後生活史にもなっている。

『ぬえの名前』

橋本 治 岩波書店 1993年 11月  1500円
『ぬえの名前』とはウンベルト・エーコの『薔薇の名

前』のもじり。いいかげんで、しかも知的なオサム・

ワールドは、「ぬえ」という「何だかわけのわからな

い言葉」で敢えて規定されることから自由でいたがっ

ているよう。“生きる上で必要な術 =教養"と は何か
にこだわるエッセイ集。

rひとを愛するということ』

増田れい子 労働旬報社 1993年 9月  1300円
自立への旅に発つ少女たちへ、増田れい子が自分の人

生に重ねて語りかける書。反戦、自然との共生、働く

ということ、人を愛することなど、未来に生きる若者

たちへの暖かく柔らかなメッセージ。

『ファッションー蝶は国境をこえるJ

森 英恵 岩波書店 1993年 10月  620円
「ファッションとはつまり、時代の気分」と森英恵は

いう。自らの生い立ちや、男女論、流行論をまじえて

語るファッションの世界。初の書き下ろし。

『水パイプの傍らの幸福

―現代エジプト入女性の仕事 。結婚 。子育て』

足立恵子 近代文藝社 1993年 9月  1200円
現代を生きるエジプト人女性を取材。巻末にはサーダ

ウィヘのインタビューも収録。日本や欧米との価値観

(常識)のちがいを軸に、エジプト人女性の生の声を
集めている。

『私の四十歳一女が人生と向き合うとき』

大和書房編集部編 大和書房 1993年 11月  1600円
年齢にこだわるのはいやだけれど、でも年は素敵に重

ねていきたいもの。本書はさまざまな分野で活躍する

女性が書き下ろしたエッセイ集。書き手は石内都や河

野貴代美、山根基世など28人。みなそれぞれ、ハンサ

ムに輝いている。

[女性の歴史 ]

『愛と結婚とセクシュアリテの歴史
一増補・愛とセクシュアリテの歴史』

福井憲彦 新曜社 1993年 11月  3914円
アラン・コルバン、フィリップ・アリエスほか、フラ

ンスの一流歴史家が書く、愛と性の歴史。愛や性とい

うインフォーマルな領域における人々の生き方、感じ

方が公的な領城に与えた影響は大きい。専門レベルの

内容がわか りやすい記述と、いい翻訳で、豊かに語ら

れている。

『姉の力 樋ロー葉』
関 ネL子 筑摩書房 1993年 11月  1450円

樋ロー葉には、女性研究者を触発させてやまない何か

があるのだろう。「いふまじきこと」「かたりがたき次

第」を抱える女たちのドラマを描く一葉。一葉の文体

と身体性のつながり、働く女から「姉の力」を体現す

る女性作家へのプロセスなど、著者の一葉への汲めど

も尽きせぬ思いが、ひしひしと伝わってくる。

『おんな擦乱一恋と革命の歴史』

永畑道子 藤原書店 1993年 12月  2200円
大正は恋愛の時代。自らの意志で行動する大正の女が

まぶしい。豊かな感性と捨て身の行動で、まっすぐに

恋と時代を生きる男女を網羅する。恋愛を基軸に描く、

近代日本女性史。

『「輝ク」の時代―長谷川時雨とその周辺』

尾形明子 ドメス出版 1993年 9月  3090円
「女人芸術」から「輝ク」ヘー長谷川時雨の再評価と

危うさを記した書。当時をひたすらに生き、今も存命

の人たちを訪ね、「輝ク」の全貌に迫る。後の世に生

きる者が、過去を批判し、再評価する優位性を自戒し

つつ、著者は時代を生きた女たちから熱いメッセージ

を受けとめる。

『京都 。久多一女性がつづる山里の暮らし』

久多木の実会編 ナカニシヤ出版
1993年 11月  1900円

京都府北山山地の伝承文化を地元の女性たちが綴った。

衣食住にわたる生活文化、行事ごとや祭、祝い事を伝

え守ってきたのは、女性の力によるものが多い。書き

留めた文章に添えられた写真が、山里の暮らしをよく

伝えている。

『京舞井上流家元 三世井上八千代
―祇園の女風土記』

遠藤保子 リプロポート 1993年 8月  1957円
京舞井上流を大成させ、都をどりを草案した三世井上

八千代こと片山春子。著者は祇園に生きた一人の女性

の人生から、日本の近代化を浮き彫りにしようと試み

ている。

『サッチャー回願録一ダウニング街の日々/上下J
マーガレット・サッチャー 石塚雅彦訳
日本経済新聞社 1993年 11月  各2800円

冷戦構造二極対立からソ連 。東欧圏崩壊までの11年間、

首相の座にあったマーガレット・サッチヤーの回顧録。

「不安の冬」と呼ばれたイギリス社会を、サッチャー

自らダウニング街にあって、どのように激しく変えて

いったか。西側社会に立ち、20世紀後半の歴史を大き

く動かした女性であることは事実。各国首脳への率直

な評価が面白い。
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『女性記者一新聞に生きた女たち』

米田佐代子 岩崎千恵子 池田恵美子他編著
世界思想社 1994年 1月  1950円

本書は新聞社で働く女性たちの姿を、女性史研究とメ

デイア研究の立場から描く。第二章では、戦中、そし

て戦後、ジャーナリズムの世界で働いてきた女性たち

13人を取材。編者たちの明確なフェミニズムの視点が

心地よい。

『ナイチンゲールーその生涯と思想 I』
エドワード・クック 中村妙子訳
時空出版 1993年 12月  3300円

フローレンス・ナイチンゲールの書簡、メモを丹念に

収録し、解説を加えた膨大な伝記。クリミア戦争への

召命を生きた自己犠牲の人というより、明晰な頭脳と

才能を持った改革者、女性解放の先駆者としてのナイ

チンゲールのイメージが浮かび上がってくる。

『ナイチンゲール伝 他一篇』
リットン・ストレイチー 橋口 稔訳
岩波書店 1993年 11月  460円

本書はストレイチーが書いた『著名なヴイクトリア朝

人』から、「ナイチンゲール伝」と「アーノルド博士伝」

を選び、訳したもの。著者は、単なる自衣の天使では

ない、生身のナイチングール像を浮き彫りにする。そ

の目的は、「偉大な時代 (ヴイクトリア朝)」 の「偉大

な人物」という通説への抵抗であった。

『女人禁制―現代械れ・清め考』

木津 譲 解放出版社 1993年 11月  1854円
「是従女人結界」「女人禁制」と書かれた結界石が残

る山々がある。女は不浄だからという。浄機観が習俗

や宗教のもとで差別を内在してきたことはいうまでも

ない。だが機れていて何が悪いという発想の転換こそ

が、差別を撃つ対抗性を持ちうるのではないだろうか。

『買春王国の女たち―娼婦と産婦による近代史』

森崎和江 宝島社 1993年 9月  1600円
家制度下における産婦としての女と、公娼制度下の娼

婦という名の女は、別々の存在なのだろうか。本書は

戸籍法の施行以降、売春防止法の成立まで、法の歴史

が近代女性史と重なりあい、一見、相対するかに見え

る「妻」と「娼婦」が同時に必要とされてきた事実を、

細密な資料と聞き書きで解きあかしている。

「溝口健二を愛した女

―女流映画監督第一号/坂根田鶴子の生涯』
大西悦子 三一書房 1993年 9月  2300円

日本女性で初めて映画監督となった坂根田鶴子。しか

し彼女が撮ったフイルムは、今では観ることができず、

彼女の名を知る人も少ない。溝口健二のもとで映画の

仕事を修得した坂根田鶴子とは、一体どんな女性だっ

たのか。本書は埋もれた女性の生涯を掘り起こし、日

本映画界の一側面を描き出している。

『みんなの自伝』
ガートルード・スタイン 落石八月月訳
マガジンハウス 1993年 9月  2500円

一人語りの破格な文体で綴られた、ガードルード・ス

タインの自伝。天才は天才を知る。まだ無名のビカソ

やマチス、ダリなどキラ星のような人々との交流。彼

女の自由自在の文章を、ニューヨーク在住の訳者が、

実に楽しく訳している。

『リゴベルタ。メンチュウー先住民族の誇りと希望』

上野清士 日本社会党中央本部機関紙局
1993年 7月  500円

1992年、ノーベル平和賞はグァテマラの女性リゴベル

タ。メンチュウに与えられた。国際先住民年は、同時

に反コロンプス500年の年でもあった。彼女の受賞記

念講演「希望」のメッセージは、実に説得力と誇りに

満ちた演説だ。

r与謝野晶子―昭和期を中心に』

香内信子 ドメス出版 1993年 10月  2369円
与謝野晶子とその時代、出来事、周辺の人々との関わ

りを、短歌と資料からたどる。65歳で世を去るまで、

思想の枯渇を覚えなかったという晶子の魅力を探る書。

[からだとこころ]

『赤ちゃんがほしい !

一生殖・妊娠 。出産の現場で今何が起こっている

か ?』 別冊宝島188

宝島社 1993年 12月  1100円

不妊治療、病院出産、自宅分娩、無痛分娩etc.。 子ど

もを持つ人生のスタートラインであるお産と不妊治療

の現場を、多角的にレポートしている。

「贖い』
アンドレア・ドウォーキン 寺沢みづほ訳

青土社 1993年 11月  2600円

ドウォーキンは、レイプが女にとっていかに不条理な

出来事であるかを、レイプ体験を語るという設定によ

り明らかにしている。男にとって「レイプはレイプで

はなくセックスである」。このことが常識として通用

する社会である限り、「全てのセックスはレイプであ

る」という女性がいても、少しも不思議ではない。本

書はドウォーキン流の闘いの書なのだ。

『あなたとわたしのA:DS

―今、試されるQuality of love』

大竹登志子編著 ミネルヴァ書房
1994年 1月  1600円

AIDSは、私たち一人ひとりに人間としての生き方を

試しているのかも知れないと著者はいう。AIDSにつ

いて、予防、AIDS患者との関わりなど、Qual■y of
loveを若い人たちに説く書。
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『癒しのポディワークーからだの感覚を磨く』

松井洋子 創森出版 1993年 11月  1600円
「大阪からだとこころの出会いの会」を主宰する松井

洋子が行ってきたボデイワークをまとめた一冊。ケー

スワークとレッスンノー トの二部構成。“体の声に耳

をすますと心が見えてくる。心が見えてくると関係が

変化していく"と いう実践の書。

『エイズと売買春レポート』

宗像恒次編著 日本評論社 1993年 12月  2472円
“HIV感染予防=コ ンドームを使ったセックス"と い

う図式がある。その一方で、同性愛者や売春している

女性をハイリスク・グループに仕立てあげ、買春する

男はコンドームさえ使えばいいという状況がある。本

書は日本やバンコクで売春しているタイ人女性へのア

ンケートをもとに作成。その結果から、買春する日本

人男性の貧しいセクシュアリテイが見えてくる。

『男でもなく 女でもなく
―新時代のアンドロジナスたちへ』

蔦森 樹 勁草書房 1993年 10月  2678円
著者にとって、この社会はジェンダーの鎖につながれ

た世界。その鎖は自らの身体にしみこみ、自らを縛っ

ている。著者の願いはその鎖を断ち切り、男・女にこ

だわらず、周りや自分に言い訳せず生きられるように

なりたいということ。本書で著者はジェンダーの鎖か

ら受けた傷を癒し、自らを受け入れ、世界を受け入れ

られるようになるまでの自己史を語っている。

『女のエロス 男のエロス
ー女と男のワークシヨップ』

松井洋子 青弓社 1993年 12月  2060円
人と人との関係を、とても素直に平明に表した本だ。

そのベースには、自他の肯定、お互いの自我を支え合

う愛がある。ワークショップによる体と心の癒しと再

生が、わかりやすい文章で記されている。

『女の トイレ事件簿―ナプキン先生 性と生を語る』
小野清美 TOTO出版 1993年 12月  1000円

著者の専門は母性看護学。月経処置の研究に力を入れ、

トイレと女性の関わりを見つめてきた。本書では、 ト
イレで繰り広げられる性と生の密接な関わりを、古典

文学から現代社会事情まで、幅広く集めている。

『子ども産みます-35歳・働く私の子産みどき』
林 寛子 学陽書房 1993年 12月  1400円

妊娠、出産、子育てと日々変化していく生活。本書に

は、直面する現実への著者の困惑が正直に表現されて

いる。何よりも著者の人生観、「自分の本当の気持ち

に従っていこう」という言葉がステキ。子どもを生み

たいと思わない私が本書に深く共感するゆえんは、そ

の一点にあるのだと思う。働くことと愛すること、生

きることを大切にしたい人へ、お勧めの一冊。

『ジェンダーと権カーセクシュアリテイの社会学』
ロバート・W・ コンネル

森 重雄 菊地栄治 加藤隆雄 越智康詞訳
三交社 1993年 12月  5150円

著者はオーストラリアに生まれ、現在はカリフォルニ

ア大学で社会学を教えている。本書は自らが異性愛男

性であるという立場を明らかにしつつ、異性愛男性が

家父長制という鎧を脱ぐための理論構築を試みている。

『女子割礼一因習に呪縛される女性の性と人権』

フラン・P・ ホスケン 鳥居千代香訳
明石書店 1993年 10月  2200円

アフリカで割礼される女性の数は、年々増え続けてい

るという。本書はアメリカ人女性ホスケンが女性の割

ネLについて書いたレポートの最新版。「女子割礼」は

女性の自己決定権に関わる問題であり、だからこそ最

も基本的な政治問題なのだという著者の強い意志が感

じられる。

『性差と文化一東京大学公開講座57』

有馬朗人著者代表 東京大学出版会
19934「 10ナ1  2266H

本書は1992年に東京大学が行った公開講座をまとめた

もの。副題は「動物行動学からフェミニズムまで」。

「女性の発見一アメリカ文化とジェンダー」 (瀧田佳

子)「性差と健康リスク」 (松原純子)他 9編を収めて
いる。

『セックス・ワークー性産業に携わる女性たちの声』

パ ン

フレデリック・デラコステ

プリシラ・アレキサンダー編

ドラ監修・発行 現代書館発売
1993年 11月  3950円

売春について語るときの困難さは何に起因するのか。

本書はからまった糸を解きはぐす作業を行っている。

第 I部は売春婦として働く女性たち自身に原稿を依頼。

第Ⅱ部ではフェニミストにとって売春がなぜ難問なの

か、売春婦を社会のスケープゴードに仕立てあげるこ

との意味を考察。第Ⅲ部は、アメリカ、イギリス、オ

ランダで売春問題に取り組む組織の声を紹介している。

『バースマザーーある代理母の手記』
エリザベス・ケイン 落合恵子訳
共同通信社 1993年 12月  2200円

著者のエリザベス・ケインは、アメリカ合衆国におけ

る法的代理母の第一号。代理母制度に賛成し、出産し

たが、その後反対運動に転身した。代理母出産という

「善行」の前で複雑な感情を押し殺し、「献身」とい

う名の母性を演じ続けたエリザベス。自らを癒すため

に書かれたこの手記から、ビジネスとしての代理母と、

その中で消費されている女の胎盤と感情が見えてくる。
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[家族・家庭・パートナーシップ]

『〔親子で学んだ〕ウィーン・シュタイナー学校』
広瀬牧子 ミネルヴァ書房 1993年 12月  1800円
シュタイナー教育の研究者である夫が、ウイーン・

シュタイナー学校へ留学することになった。子どもた

ちとともにウイーンヘ移 り住んだ一年間。シュタイ

ナー教育にふれ、自らも含めて家族一人ひとりがどう

変わったかを、著者は語っている。

『家族は変わつたか』

有地 亨 有斐閣 1993年 12月  2060円
戦後50年、家族は変わったのだろうか。現象的、表層

的には家族の揺れは確かに激しい。だが本書が試みた

家族に関する意識調査、新聞・雑誌への投書を用いた

集合的心性をみても、人々はす人になることより、も

たれ合うことを選んでいる。幻想としての家族に、憩
いの場の意味付与を求める日本人の変わらない姿がみ

えてくる。

『変わる主婦・変わらない主婦』
わいふ編集部編 グループわいふ 1993年 11月 1500円

「わいふ」発刊から30年。その間の歩みをまとめ、今

までの特集記事に寄せられた投稿から、「わいふ」の

歴史をふりかえる。

『現代家族法を学ぶ人のために』

中川 淳 世界思想社 1994年 1月  2300円
婚姻家族の崩壊を家族法がどこまでくいとめることが

できるか。家族形態の変化をあとづける豊富な判例を

例示した家族法の入門書。

・ ・
                      11月  1000円

著者は、「子どもがかわいい」と思えずに自分を責め

てしまう女性たちに、子育てにはストレスがあって当

前とやさしく語りかける。そして「素敵なお母さん」

神話から一歩はなれる方法を、豊富な体験談を交え

語っている。

『子たたきは母の叫び一孤独な育児からの脱出』
かもがわブックレット65

橘 由子 野寺夕子 かもがわ出版
1993年 12月  550円

著者は子育て中の迷いや孤独を、自らの体験を通して

語ってきた。女の人生は「結婚して、子どもを生むと、

何か違ってくる」という実感。「児童虐待」の伏線は、

そこから始まっているのかもしれない。読んでいて思

わず “うん、うん"と うなずいてしまう、現代子育て
論。

『コドモより親が大事J

伊藤比呂美 婦人生活社 1993年 10月  1240円
伊藤比呂美が子育て用に作った標語は「がさつ、ぐう
たら、ずぼら」、そして「コドモより親が大事」。子育
てに悩める女たちに、著者は「がんばって」とはいわ

ない (いえない)。 必要なのはただ「あなたはよくやっ

ています」という言葉だと実感しているから。「自己

肯定的デモシカ育児」をススメる本書は、読んでいて

とっても心が軽くなる。

『主人在宅ストレス症候群』

黒川順夫 双葉社 1993年 11月  1300円
著者は心療内科の医師。最近、来院する年配の主婦の

訴えに「夫が定年退職し、在宅するようになってから

体調が悪くなりはじめた」=「主人在宅ストレス」と
いう共通点がみえるという。本書はそのさまざまな

ケースを取り上げると同時に、心療内科とは何かを説

明している。

『「主人」ということば―女からみた男の呼び方』

福田真弓編 明石書店 1993年 10月  2060円
きっか け は NHKの ラ ジオ英 語 講 座 だった。
「“husband"を どうして『主人』 と訳すのか」と
NHKに “ラブレター"を出した著者。それから5年
たち、反響をまとめたのがこの一冊。言葉は人と人と

の関係性を表すもの。私が相手とどう関係したいのか

を大切に、著者は言葉という文化の探検を続けている。

『ひとりで子育てしないで

一グッバイ !母親ストレス』

子育てグループあんふあんて編 ジャパンマシニスト
19934「 10′]  1380Fl

“〈あんふあんて〉とはフランス語で「出産する」の

ほかに「生み出す」「創り出す」の意味"(本書)。「楽
しい子育てをしたい」気持ちを大切に、ネットワーク

を生み出している女たちが作った、母親ストレスにさ

よならするための本。会員を中心に声を集め、マタニ

ティ・プルーや夫との関係、自立した子育てについて

など、アイディアを満載している。

『夫婦別姓―家族をここからかえる』

福島瑞穂 千葉景子 日本社会党中央本部機関紙局
1993年 8月  500円

夫婦別姓の法改正も間近。時代の流れは確実に動いて

いる。イキのいい女性二人の元気の出るトーク集。外

国の夫婦の呼称例も参考になる。

『ねえ、ごはん食べた ?―小さな料理人たちへ』
おち とよこ アスク講談社 1993年 10月  1200円
「必要なときに、食べたいものを作れる知識と技術を

身につけておくことは、自立した大入へ成長するため

に不可欠なパスポート」 (本書)。 著者は子ども時代の

留守番タイムを自立への第一歩として考え、簡単クッ

キングを指南。体にいいもの。悪いものの区別や、文

化としての食事など、わかりやすく書かれている。

[高齢化社会を考える]

『老親とともに生きる』

向井承子 晶文社 1993年 9月  1800円
老親と暮らす日々を続けて20年。父を87歳で看取り、
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骨粗しよう症で寝たきりの母も、90歳間近。個人の限

界を越える介護の中から、病と老いをまっすぐに見据

える限差しが鋭い。

[女性とメディア]

『メディアに描かれる女性像
―新聞をめぐって 増補・反響編付』

メディアの中の性差別を考える会編

桂書房 1993年 11月  2060円

詳しくは「あなたの情報 。わたしの情報」欄をご覧下

さい。

[女性と芸術]

『移り行く姿』

近藤富枝 彩樹社発行 星雲社発売
1993年 10月  2200円

大正・昭和を自由奔放に生きた女と男たち。芸術、文

壇、新劇界にあって、愛を移り行く姿を活写するノン

フィクション。著者の身近にいた新劇女優伊藤智子と

堀阿佐子の生と死は、一気に読ませる迫力がある。

『幼い未亡人』
M・ K・ インデイラ 鳥居千代香訳
三一書房 1993年 11月  1600円

インドでの幼児婚と、夫を亡くした女性の過酷な人生

を、淡々とした日常描写で告発する小説。主人公パニ

ヤマは月経が始まる前に結婚。若くして夫を亡くし、

マーデイ (未亡人)と して一生を送った。自らの人生

を運命として感受しているように見えるパニヤマ。で

も心のうちはどうだったのか。本書はインド社会を女

性の視点で描いている。

『女がうつる一ヒステリー仕掛けの文学論』

富島美子 勁草書房 1993年 12月  3090円
シャーロット・ギルマンの短編『黄色い壁紙』(1892年 )

は、ギルマン自身のヒステリー治療体験を書いた、治

療方法への異議申し立て書だった。著者は『黄色い壁

紙』との出会いを原点に、ヒステリーをキーワードと

して様々なテキストを読み解き、時代の中で抑圧され

てきたもの 。してきたものを明らかにしていく。著者

自身による『黄色い壁紙』の訳付。

『女たちのデカメロン』

ヴォズネセンスカヤ 法木綾子訳
群像社 1993年 11月  2000円

ロシアの産院では、女たちは10日 間隔離病棟にいるら

しい。そこでデカメロンごっこをする女たちの放談会、

10日 物語が展開される。初恋、誘惑、嫉妬、幸せにつ

いて語られる100のエピソードは、「ソ連」崩壊後の今

も変わらない日常なのかも知れない。

『女の言葉が男を変える一フェミニズム名言集J

木下明美 講談社 1993年 11月  1200円
著者にとって元気の出る言葉、日のウロコが落ちるフ

レーズを集めたトーク・エッセイ。吉本ばなな、山田

詠美、橋本治など、著者の好きな作家の言葉をビック

アップ。「ガールズ。ビー・アンピシャス」というメッ

セージにはふさわしくない装画が、ちよつと気になる。

『グリーン・クリスマス』

野中 棒 福武書店 1993年 8月  1200円
「幸せになりたい」という思いを、人はそれぞれどん

なふうに実現しているのだろうか。この物語に登場す

るシューコちゃんは、誰かに幸せにしてもらおうとか、

誰かを幸せにしてあげたいとは思わない11歳の女の子。

「自分で幸せになれる」と確信するからこそ、彼女の

笑顔はとびきりやさしい。

『ケーテ・コルヴィッツ

ー世界の悲しみを見つめた画家

「フェミニズム・アート」シリーズ』

若桑みどり 1993年 11月  2200円
彩樹社発行 星雲社発売

芸術の中で暴力と死は美化されてきた。戦争で子ども

を亡くした母の像は、常に「女子ども」の卑小さとし

てしか認知されてこなかった。二つの大戦を生きたド

イツの画家コルヴィッツは、美術史上初めて「子ども

を殺された母親」として戦争を描いた。彼女が訴える

ものは、殺された者への哀悼であり、痛恨であり、告

発であると著者はコルヴイッツ論を展開している。

『ケニアの女の物語

―パスプック。1950年代アフリカ独立の闘いに生き

る』
ムトニ・リキマニ 丹埜靖子訳
明石書店 1993年 12月  3300円

1964年ケニア独立に至るまでの50年代の問いをリード

し、支えた女たちをもとにした小説。アフリカ人の失

われた土地と自由を取り戻すマウマウ運動は、フオー

レスト・フアイターと呼ばれる森の戦士を生んだ。植

民地体制へのレジスタンス、現代史の一コマを描く書。

『三軒目のドラキュラ』
上野 瞭 新潮社 1993年 10月  1700円

人はいろんな箱に縛られながら生きている。例えば、

家、学校、会社、性、老いetc.…。箱の中で他人を利

用しながら生きる有り様は、人の生き血を吸って暮ら

すドラキユラのようだと上野瞭はいう。ではドラキユ

ラたちが箱から自由になりたいと思ったらどうなるの

か。飛びたいと思ったとき、人は初めて自分が何に縛

られているのか気付くのかも知れない。

『新藤兼人の足跡呻 と生』

新藤兼人 岩波書店 1993年 11月  2400円
男の映画監督は女優をいじめるという。女が好きだか

らいじめたいのだという。そして女の性を描いた (つ

もり)でいる。カメラのレンズを見ながら、なかなか
カットの声をかけない監督というのは、どっちみち「人

殺し」なのだと新藤兼人はいう。女は被写体に過ぎな

いのだろうか。
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『ドロテア・タニング

ー「フェミニズム・アート」シリーズ』
ドロテア・タニング 坂上桂子 荒川裕子訳
彩樹社発行 星雲社発売 1993年 9月  2200円

画家を志す ドロテア・タニングは、「31人の女たち」
と題する展覧会の作品選びのためにアトリエを訪ね歩
いていたマックス・エルンストと出会う。1942年のこ

とだった。本書には二人のシュールレアリストの画家
の生涯が、タペストリのように綴られている。

『中勘助の恋』

富岡多恵子 創元社 1993年 11月  2500円
富岡多恵子ならではの作家と作品の謎に迫る評伝。中
勘助に惹きよせられる女たち一姉 (兄嫁)、 万世 (親
友の妻)と 、その娘妙子一に彼はどこまでも、すげな
く、つれない。中勘助にとっての「書きたいことは書
いてはいけないこと」とは何か。性の絶対矛盾を避け
るためには、観念的自己愛を描かねばならなかった。

『ファザーファッカー』
内田春菊 文藝春秋 1993年 9月  1600円

主人公静子は16歳で家に別れを告げた。家出という形
で。怒りや悲しみにふりまわされることなく綴られる

文章には、精神的に母親殺しを成し遂げた女性の自立

した姿が見える。

『フェミニズム小説論』

渡辺和子 柘植書房 1993年 12月  2884円
詳しくは書評欄をご覧下さい。

『マートブー自由を求めて550日 /上下』
ベテイ・マムーディ ウィリアム・ホファー

内海 舶訳 三田公美子監訳
ジャンニ・コミュニケーションズ発行 星雲社発売

1993年 10月 各1800円
イラン人医師と結婚したアメリカ人女性が、革命下の

イランから娘マートプを連れて脱出をはかる。異文化
間結婚の軋礫と、イラン・イラク戦争を背景に、世界
的ベストセラーとなったノンフィクション。

『ラヴェンダースクリーン

ーゲイ&レズビアン・フィル●・ガイド』
ボーゼ・ハドリー 奥田祐士訳
自夜書房 1993年 9月  2900円

『制服の処女』から『トーチソング・ トリロジー』ま
で、ハリウッド映画を中心に300本のゲイ&レズビア
ンフィルムを解説。「映画は、エンターテイメントで

あると同時にプロパガンダでもある」という著者。ヘ

テロが大前提の中で作られてきた (いる)映画を、そ
のことがもたらす効果も含めて評論している。

[男性問題]

『X―の男たち一彼が離婚した理由』
石坂晴海 扶桑社 1993年 10月  1200円

別れを選んだ (選ばされた)男たちは、修羅場をくぐっ

ていい男に変わった。立ち止まって自分を知り、相手
にも想像力を持つようになったからだ。離婚上手があ
るとすれば、男が女に近づき、女も男の悲哀を知るよ

うになることだろうか。バツイチの男の気持ちにグッ

と踏み込むインタビューだが、言葉の使い方がちょっ

と変、 と思うところが少し気になる。

[女性 と社会 ]

『介護福祉学とは何か』
日本介護福祉学会設立準備委員会編
一番ヶ瀬康子監修 ミネルヴァ書房

1993年 11年 1800円
日本介護福祉学会設立準備会の記録集。新しい実践科
学としての介護福祉学を起こすための問題提起、提言
が各専門家から寄せられている。そのキーワードは介

護を受ける人への共感性を持つ素養ではないかと思う。

『希望の革命―土井たか子の挑戦』

板垣英憲 DHC 1993年 11月  1300円
自ら解体する力も失ったかのように見える社会党の中
で、おたかさんだけは華がある。初の女性党首t女性
衆議院議長となった土井たか子は、今、何を考えてい

るのだろう。55年体制の終焉後、間われているのは自

発的な一人ひとりのポリシーだ。

『証言 強制連行された朝鮮人軍慰安婦たち』
韓国挺身隊問題対策協議会 。挺身隊研究会

従軍慰安婦問題ウリヨソンネットワーク訳

明石書店 1993年 10月  3000円
歴史を記録する19人の元軍慰安婦だったハルモニたち
の初の証言集。歴史的資料を残すための長い準備と、
つらい作業に思いがゆく。戦争体験はもとより、戦後
半世紀の彼女たちの生き難さを思わずにはいられない。

『「陣中日配」に書かれた慰安所と毒ガス』

教科書に書かれなかった戦争Part14

高崎隆治 梨の木舎 1993年 12月  2060円
討伐と酒と慰安所の日々、そして毒ガス使用を証拠づ

ける陣中日誌の記録を自日のもとに示した書。戦争と

は、誰もが狂気をもつ世界という弁明を拒否する、あ
まりにも日常的な生活が詳述されている。教科書でし

か歴史を学ばない若い人たちにこそ、この事実を知っ

てほしい。

『楽しくやろうよ、国際交流

永井由美子 朝日カルチャーセンター
1993年 10月  1200円

たった一人で自分の住む町、島本町とアメリカのメイ

プルグロープ市を姉妹都市にした著者。彼女のバイタ

リテイと率直さが伝わってくる、国際交流を身近に感
じさせる本。
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[資料]

『N:RA 研究報告書
― (NIRA市民フオーラム)女性の社会参加と課題
第 4回「非婚 。結婚をめぐる諸問踊

1本書はM覧清零ryw舅留喚璃編に
1躍
[政絆撃尋

された政策研究機関)が1993年に行った“結婚"をテー

マにした調査報告と、提言をまとめたもの。社会保障

制度が、個人ではなく世帯を対象としていること、
“専業主婦と働く夫"の組み合わせが企業にとって理
想の結婚像であることの弊害が見えてくる。

『日本女性運動資料集成 (全 10巻・別巻 1)

一第 5巻生活・労働Ⅱ

無産婦人運動と労働運動の昴揚』

鈴木裕子 不二出版 1993年 11月  15000円
第一人編 無産婦人運動と労働運動の昂揚
第一九編 労働組合婦人部組織の三派分立
第二〇編 女性を中心とした労働争議の昂揚

『季刊 女子教育もんだい-1993夏 56号』
労働教育センター 1993年 7月  910円

特集 :性暴力
セクハラとは何か 宮 淑子
国際的人権問題「女性に対する暴力」   林 陽子
「夫 (恋人)からの暴力」調査研究  ゆのまえ知子
ほか

『季刊 女子教育もんだい-1993秋57号』
労働教育センター 1993年 10月  910円

特集 :教師の悩み 。その周辺

学校の変化・生徒の変化        原田瑠美子
いまだ多い女性教職員への性差別     池田芳江
ほか

『国際女性 Annual No.7 December 1993』

国際女性の地位協会発行 1993年 12月  2500円

特集 :「日本政府第 2次レポートの問題点」

[詳細は次号で]

『浮かびあがる』
マーガレット・アトウッド 大島かおり訳

新水社 1993年 12月  2200円

『親指Pの修業時代/上下』
松浦理英子 河出書房新社 1993年 11月 各1500円

『グット・ガール、パッド・ガール』

アンナ・クインドレン 廣木明子訳
東京書籍 1992年 10月  1700円

『仕事と子育て両立マニュアル

ー勇気と希望の玉手箱』

富士通ウーマンズネット編著

情報センター出版局 1993年 12月  1200円

『女性状無意識

一テクノガイネーシンス 女性SF論序説』
小谷真理 勁草書房 1994年 1月  2987円

『親密さのダンスー身近な人間関係を変える』

H・ G・ レーナー 中釜洋子訳 誠新書房
1994年 1月  2781円

『スリッピングダウン・ライフ』
アン・タイラー 中野恵津子訳
文藝春秋 1993年 10月  2200円

『せいいっぱい』
土井たか子 朝日新聞社 1993年 11月  1300円

『戦場の女性特派員』
ジュリア・エドワーズ 太田昭子訳

平凡社1994年 1月  2800円

『胎動 SiCN OF L:FE
―写真で綴る自然出産のメモリアル』

宮崎雅子 東京音楽社発行 ショパン発売
1994年 1月  2200円

『男女協働社会の創造J

金平輝子 ぎようせい 1993年 9月  3200円

『同性愛者たち』

井田真木子 文藝春秋 1994年 1月  1800円

『ビアノ・レッスン』

J・ カンピオン 斉藤敦子訳
新潮社 1993年 12月  560円

『マザー・マシンー知られざる生殖技術の実態』

ジーナ・コリア 斉藤千香子訳
作品社 1993年 10月  2800円

『ミセス・スティーブンスは人魚の歌を聞く』

メイ・ダートン 大社淑子訳
みすず書房 1993年 9月  2884円

『ルーシー』
ジャメイカ。キンケイド 風呂本惇子訳
學藝書林 1993年 11月  1860円

『わがの仕事』

中村きい子 思想の科学社 1993年 3月  4944円

『私たちはたまごのカラ ?』

小沢王春 生活クラブ連合会編
学陽書房 1993年 12月  1200円
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『わが愛 と叛 逆』  所美都子 前衛社 (絶版)
日本でウーマンリブと言われる新しい女性解放への

うねりが登場したのは、1972年に優生保護法改悪阻止

闘争が起こった中でのことではないだろうか。それま

での運動の発想を本質的なところで変えようとしたリ

プは、また新たな運動の視点を求めた。

私もその動きの端っこにいて、自らの内面の求める

ものと現実の自分の間を埋めたくてもがいていたが、

当時、田中美津さんの「便所からの解放」ほど衝撃的

ではなかったものの、未だに忘れられない本に、所美

都子さんの「わが愛と叛逆」がある。しかし、今、改

めてこの本のタイトルを見ると、何か陳腐さを感じて

しまう。でも彼女の言葉は今も生き生き輝いている。

このタイトルから類推される学生運動、若者の反権力

闘争がメインのテーマではない。「予感される組織に

寄せて」にあるように女の視点、女の論理に輪郭を与

えようと努力した彼女の足跡なのだ。「あれも存在し

ていいだろう、これだって、在ったっていい筈だ等々、

そこでの論理は、すべて非常に肯定的である」と源氏

物語を表する彼女は、当時すでにリブ、フェミニスト

と言っていい。

しかし彼女は、1968年29歳で逝き、それらとは無縁

だった。だから彼女が高群逸枝やシモーヌ・ヴェーユ

に傾倒し、女性を「母性」で括っているともとれると

ころがあるのは、ひっかかるかもしれない。しかし、

常に本質をみようとした彼女は、自己変革の柔らかさ

をもった人だった。彼女が当初、生物学の研究者を志

し、のち社会科学に転じて、そして膠原病と闘ったこ

とは、象徴的である。

菅原充子 (婦人民主クラブ)

『フェミニズム・コレクション I・ I・ I』
瀬地山 角他編 勁草書房 1993～ 4年 各3296円
昨年 5月 、『思想の科学』が500号記念に、“私にとっ

てのフェミニズムとはなにか ?"と いう特集を組んだ。
その問いに堂々たるフェミニストから、そうでない人

まで、ゴチャまぜの107人がこたえている。

それを読んで私は、フェミニズムがここまで届いて

いなかったのかという現実にあ然とし、現代の日本で

はフェミニストってマイノリティなんだ―という、思

えば当然のことに新鮮に驚いてしまった。

この3巻の本書は、リブ以降のフェミニズムの主要

な言説を網羅し、解説を付すことにより、この20年の

フェミニズムの軌跡をトレースしている。この間、フェ

ミニズムが提示してきたものを、あいまいにしか理解

してこれなかった私にはありがたい。本書第 I巻では

「フェミニズムはもう古い」という若者の意見をもす

くいあげている。

1960年以降生まれの3人の編者たちのスタンスのと

れた批評は、21世紀に向かうフェミニズムの課題と浸

透に、示唆を与えるものに思える。

奥田利子 (女性センター図書室司書)

『ファザーファッカー』
内田春菊 文藝春秋 1993年  1600円

私は内田春菊さんの作品が好きだ。マンガはほとん

ど全部読んでいる。『ファザーファッカー』を読んで

始めに思ったのは「ああ、これは春菊さんの世界だ」

ということ。私の好きなあの「ニオイ」といった感じ。

次の日の仕事を気にしつつ、とうとう全部読んでし

まったのだ。

そして改めて考えた。私は「春菊さんの世界」の何

がいったい好きなのだろうかと。「フツー」というも

のに対する距離のとりかたとか、いわゆる自分の「不

幸」な情況に対する醒めた眼とか、多分春菊さんはフェ

ミニストではないのだろうけれど、自分の中の女性性

を肯定しているところとか、そういったものの混合物
のような気がする。そしてこれは全て私の関心あるこ

とでもある。

私は春菊さんとは全く似ていない。例えば上に掲げ

たものについて言えば、私は普段、日で言っているよ

りはるかに「フツー」にとらわれているし、自分の「不

幸」な情況には簡単にふりまわされてしまうし (悲劇

のヒロインにはならないけれど)、 自分の中の女性性

を完全には肯定し得ないためにフェミニズムにすがり
つく…というようなところがあるのだ。

「等身大で生きる」というクサイ言葉が若い頃は大

嫌いだった。今でもあまり好きな言葉ではないけれど、

「等身大」になることの難しさは思いっきり感じてい

る。自分を大きくみせようととしたり、見たくない現

実に眼をふさぐための「知識」を少しばかり身につけ

てしまったから。

春菊さんの『ファザーファッカー』にはひとりの「不

幸」な少女が登場する。結末も16歳で家出という決し

て手放しのハッピーエンドではない。でもこの少女は

「等身大」で生きる。楽しいことを楽しいと言い、苦

しいことを苦しい、嫌なことは嫌と言う。自分の情況

を真っ直ぐに見つめる。「等身大」という言葉が似合

わないほどに、この少女は「自分」であり続ける。きっ

と私はそこに魅かれるのだ。

江上諭子 (ビデオエ房AKAME)

わ た しの 出 会 つ た 4
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『真犯人』
パトリシア・コーンウェル 相原真理子訳

講談社 1993年 720円

昨年の12月 にでた『真犯人』は、わたしにとって半

年ぶりのラブレターだった。そわそわして、毎日本屋

に通い、やっと手にした日、500ページを一気に読んだ。

ケイ・スカーペツクはバージニア州の検屍局長。綿

密な科学捜査で事件を解決する。今回は、グロテスク

な傷を負った少年が瀕死の状態で発見されたのを皮切

りに、連続殺人事件が起こる。そして現場には処刑さ

れたはずの死刑囚の指紋が残っていた !!

部下の女性が殺され、ケイは犯人と疑われる。そん

な窮地も、ルーマ・ライトという目に見えないような

微細な毛や指紋などを浮き出させる最新の装置などを

駆使して立ち向かう。アメリカの検屍の最先端がのぞ

けて、非常に興味深い。

筆者、訳者、主人公、読者が女性という小説は「4F

小説」と呼ばれ、人気が高い。中でもこのケイと、サ

ラ・パ レツキーが描 くシカゴの女性探偵 V・ I・

ウォーシヨースキーが双壁だろう。

ひとり暮らし。一作ごとに年を重ね、悩み傷つく。

女性が社会で仕事をしていこうとすると受けるいやが

らせや中傷を二人とも受け、時にやりかえし、仕事仲

間に支えられて乗り切って行く。女性読者にとって、

共感できる彼女たちのキャラクターが人気の秘密だと

思う。

でも、そろそろケイやヴイグ (V・ I・ ウオーシヨー

スキーのこと)の ような日本人女性を主人公にした小

説が出てきてほしい。

川崎治子 (新聞記者)

『墨 あそび 詩 あそび 土あそび』
おぎ ようこ 自費出版 2000円

著者からの「とにかく展覧会を見に来て !」 との強

い要請の電話があり、お盆参りの衣姿のまま、閉展後

に駆け込んだ私だつたが、来てよかつたと思ったし、

いや確かに実際見なければわからないものだと感じた。

生来の弱視の上に、9歳の時、性虐待の体験に会い、

一時は自閉的生活を送ったという著者が、まさに墨と

詩 L土で、子供心をもって遊んだ結果生まれた芸術だ

と思う。

習字の教本の型にはまったような字でなくていいん

や、左右対称の大きさでなくていいんや、とヘタな字

に少しコンプレックスを抱いていた私をホッとさせる

ものが、墨あそびだつた。

そして詩:「おんなの哀に おんながつらなる」「沈
黙 破る 痛み」 (口にできない女・口にできる女)
「哀語るときの 鋭い刺す痛み」という詩にふれた時、
女の私には痛みが走り、ただただため息が出るばかり。

けれど、土で遊んだ「あくび こあくび おおあくび」
「寝っころがって いいきもち」等の作品が、とても
自遊自在で、ほとんど忘れかけていた子供心に、私た

ちを帰させてくれる。

「おこらんど きゃらくたあ ひとりひとり ち
がってあたりまえ」と最初に。「ハンディあるから

個性ある創造」が著者の合言葉。縛られていた自分が、

少し解き放たれた気がした。〈おこらんど)、 おぎよう

この世界に出会ってみませんか ?

蓮月 (真宗大谷派僧侶)

『ゼバ スチア ンか らの電話』

イリーナ・コルシュノフ 石井素子・吉原高志訳
福武書店 1990年  1300円

作者がこの本を書こうと思った動機は、大学生の息

子のガールフレンドが、次第に自主性を失い、彼のた

めに女性役割に戻っていくのを見て驚いたからだとい

う。高校生のザビーネには大学で化学を専攻し、環境

問題に取り組みたいという夢があつた。しかし、セバ

スチアンというボーイフレンドができてからは、彼が

バイオリニストとして成功するために、自分は就職し、

いつも側にいたいと願うようになっていつた。自分の

意志を通さず、祖母や夫の奴隷のように行動する母を

非難するザビーネだったが、自分も同じような道を歩

もうとしていることに気がつかない。しかし、彼と別

れ、働く女性の姿を見、引越しを経験し、女友達と出

会うことによって、彼女は自分の足で立ちたい、自分

を失いたくないと思うようになる。

一方、母も夫に反旗をひるがえすようになり、そん

な母の姿を娘は「いいな」と思い、応援する。父親の

失業も加わり、家族は新しい生き方を模索し始める。

女性の自立、性、学校制度の歪み等、現代的問題が取

り上げられている。

恋人を「待つ女」から物語が始まり、「行動する女」

で終わるあたりが`さ憎い。設定はドイツだが、女性を

取り巻く状況が酷似しているのには驚く。3人の娘を

育てている私は、彼女たちがのびのびと自由にはばた

いてはしいと願っている。これから思春期をむかえる

人たちに、私はこの本を贈りたい。勿論、大人にも十

分読みごたえのある本だと思う。

藤場芳子 (石川県在住)
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ほんものは優 しい

鈴木陽子

アイスランド=ドイッ=ノ ルウェー合作映画『春にして君を想う』の試写を見たあと、相手の
気持ちを尊重してこそ、ほんものの優しさだと、しみじみ思い、同時にある物語が′きに浮かんだ。
10年 も前に読んだ『家出。12歳の夏』 (M・ D。 バウアー 文研出版 1230円)である。

4年前まで20年前近く地域文庫の運営にかかわってきた関係で、今も子
どもの本を私は読み続けているのだが、『家出』は出色の 1冊で、当時、
子どもの本の関係者の間でも評価が高かった。主人公は12歳の少女ステイ

シーなのだが、どちらが主人公とも言えないほど存在感があるのは、オク

ラホマの草原に一人住むエラばあさんだ。家出したステイシーがたどり着
いたのが、風の吹きすさぶ土地で犬と暮らしているエラばあさんの小屋で

ある。エラばあさんとの出会いで、自分のことしか考えなかったステイシー

は、生きることの重みを体得していく。少女とおばあさんのからみが実に

面白く、心をゆする物語なのだが、おばあさんのところに、時々顔を出すヘン

ダーソンとエラばあさんとのかかわり方が、もう一つ私には心に残った。

「ジャック・ヘンダーソンはいい人だよ。なんだかんだと口実をつくっては、
さり気なくここにたちよってようすをみてくれる」とエラばあさんはステイシーに言う。そのヘン

ダーソンのところに、おばあさんが動けなくなった時、ステイシーは助けを求めに行く。おばあさんは

あんなふうに一人で住んでいてはいけない、わたしがいなかったら家に帰りつけないで、死んでし
まって、ハゲタカのえじきになってしまった、とステイシーは訴える。ところがヘンダーソンは、おば

あさんのもとヘトラックを走らせながら、こう答えるのだ。「そう…そりゃ、ばあさんのかってじゃな
いかね ?」「死ぬのが ?」「自分のおもうように生きるってことがさ…ばあさんは、あんなへんぴなと
ころで、だれにも迷惑をかけずにくらしている。ときがくればあそこで死ぬ。あんたならどこで死にた
いのかい ?」

『春にして君を想う』という映画は、年とった男

女が主役だ。老いて疲れたために農夫の生活を閉じ

て、首都の娘一家のもとに居を移すことにしたソウ

ルゲイルは、娘の家から老人ホームヘと送られる。そ

こで幼なじみのステラと会う。ステラは故郷で死に

たいと願い続け、ホーム脱走の常習犯だ。ステラの願

いにソウルダイルもいつしか共感を覚える。老人三

人が手をつなぎ、おぼつかない足どりの脱出行は、現

実ではかなわない夢として、映画では超自然現象が

手助けする。

映画と物語に共通しているのは、はたからは冷酷

に見えようとも、自分の意のままに生きようとする

女性と、他人のおもわくより当人の気持ちを尊重で

きる男性の存在だ。相手の気持ちを無視して、本人の

望んでいないことを君のためだと押しつけることほ

ど、優しさから遠いものはない。 (フ リーライター)

映画『春にして君を想う』の一場面より

(;i曇
』i「Iijili][:晏ヨ曇:言サl;1)
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『テレビメディアが問われ、私たちが間われている :

ドラマ「フィリピーナを愛した男たち」をめぐつて』

世話人 吉田和子・稲垣紀代
一昨年12月 フジテレビ系で放映されたドラマ「フイリ

ピーナを愛した男たち」が性差別、民族差別的であると

フィリピン女性が抗議の声を挙げました。監督のM氏

がその抗議に「もっと勉強してから文句をつけろ」とい

う文面の手紙を送ったことも、私たちはフイリピン人

差別と考え、報告書を作りました。M氏は抗議を「ソフ

トファシズムの『表現狩り』」と呼んでいますが、私たち

には「メデイアと少数者の人権」ιこついて考える一歩に

なりました。残念ながらドラマの制作者とは、かみ合う

論議になっていません。問題は次のことでした。監督M
氏、フジテレビ局が、ドラマで表現したアジア人蔑視、

女性差別を当り前と考えていること。フイリピンは「貧

しく、女性は売春しなければ」という固定観念を強固に

する映像であったこと。これは私たちの文化が戦前の

アジア蔑視のままである現れではないでしようか。メ

ディアは少数者の人権に敏感になる必要があり、視聴

者もメデイアを批判的に見る必要があると思うのです。

ぜひ読んでみて下さい。(700円 )

『第7回女と健康国際会議・ウガンダ報告集 ウガンダ
赤い大地より』 編集発行 安藤能子
「女と健康国際会議」は「セルフ・ヘルプ・ヘルス」を合言

葉に始まった草の根の「女と健康運動」で、1977年以降

3年 ごとに開催され、女たちの出会いと交流・討論の場

を作り続けてきました。昨年9月 、7回 目の会議がアフリ

カのウガンダで開かれました。この会議に参加するた

め、東京エリアを中心に、先回のフイリピン会議参加者

が「女と健康連絡会・ウガンダ」を作り、準備にあたって

きました。ウガンダにあるエイズ救援組織(TASO)訪

間のメモリアルキルトジャパンのメンバーの参加も得

て、全体会議、ワークショップ報告にとどまらない、生

の声ものせることができました。今年8月 には、横浜で

「エイズ国際会議」、9月 にはカイロで「国際人口開発会

議」、そして来年は北京で「世界女性会議」と政府レベル

の会議がめじろ押しです。このパンフレットが、こうし

た「女」と「健康」をめぐる動きへの橋渡しの一助になっ

てくれればと願っています。(300円 )

なぜ、メディアは“主婦"が好きなのか ?

『メディアに描かれる女性像 増補・反響編付』
メディアの中の性差別を考える会

この本は、『メデイアに描かれる女性像一新聞をめぐっ

て』('90年 度市川房枝基金援助対象)が品切れになった

のを機に、新たに編纂し直したものです。特色は、①前

著に対する『反響編』(1992年 自費出版)を追加したこと。

②読者や報道関係者からわかりにくいと指摘された点、

批判や意見を受けた所を検討し、より多くの方々と共

通認識を持てるようにしたこと。③前著で要旨のみ掲

載だった上野千鶴子氏の講演「男メデイアをどう変え

るか」を、全面収録したことです。現在、読者・メデイア

との意見交換や、アメリカのノン・セクシスト表現の研

究を参考に、“望ましい表現"を模索中。ここ3年間の新

聞の変化も調査しています。近いうちに、男メデイアは

変わりつつある、と報告したいものです。メデイアの性

差別“表現"を問題にすることは、見えにくい“性差別
"

を考えることでもあります。読者の方から「今まで自分

が漠然と感じていた痛みは、これなんだ !」 との声が多

数届いています。女性学講座のテキストにも最適です。

(桂書房 2060円 )

『女性学年報躙4号ができました !

女性学年報14号編集委員会 桂 容子
昨年の10月 に『女性学年報』14号を刊行しました。特集

は「表現する女たち」。マドンナの写真集『SEX』 を中心

にフェミニズムの視点から表現者マドンナを論じた巻

頭論文を始め、等身大の女を描き続けた女性作家一干

刈あがた論、明治の女工の自我意識を小唄の歌詞から

分析した論文など五本を集めています。女性が表現者

としてアイデンティテイを明確にしていく過程が分析

され、女性と表現というテーマの重要性が浮かび上が

ります。特集の他に、世界における人権問題への取り組

みの報告が二編あり、フェミニズムの今日的課題がそ

のままテーマとして現れています。その他、女性と少年

愛について、また仏教と母性、CRグループと金銭授受

の問題、児童虐待と子育て期の母親についてなど、いず

れも力作揃いです。「女性学年報』は誠実な思索と論考

に対して、誰にでも開かれています。どうぞ、読み手と

して書き手として、また作り手として、『女性学年報』に

ご参加下さい。(1600円 )

ウイメンズ ブックス

『「主人」ということば』について男たちの反応をいくつか

編著者 福田真弓   人』という呼び方がええとかアカンとか、どうでもええ
「きめ細やかな学術書」という感想をもらったのは、男  やんとか、いっぺんみんなで話そうやって思ったんや
友だちからである。「もし男が読んでも楽しめるものに   ろ? そんで結論とか答とかはその人自身が出せばい
なるのなら、鬼に金棒でしよう」と、要望という形での  いよっていう、そんなあんたのメッセージが伝わって
批判が付け加えられていた。時代はますます男も自分   きたな」。こういう姿勢を英語では“Open―ended(オ ー
を楽にする「ジェンダー」に関する本を求めているよう   プン・エンド)"と 形容している。あなたの近くではどう
だ。今度は彼の番やでと思う。別の男友だちから、「なん   いうテーマで、オープン・エンドなおしゃべりが展開す
かあんたとしゃべっているみたいな感じやった。『主   るだろうか ?(明石書店 2060円 )
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ほか」 1993年 11月  200円
新刊紹介ほか」 1993年 12月 400円 「月刊家族No.93-特集 男の職場に集出した均等法

世代の女たちはか」  家族社 1993年 11月  300円
「月刊家族No.94-特集 娘が再び母親と暮らすとき
ほか」 1993年 12月  300円

会保障を考える②)ほか」 1994年 2月  400円    「月刊家族No.95-特集 読者への年賀状・読者から
「婦人通信12月 号―ことし私の初体験ほか」

日本婦人団体連合会 1993年 12月 300円

「婦人通信 1月 号-1994。 国際家族年 〈さまざまなで

きごとに立ち向かう、家族のこと自分のこと〉ほか」
1994年 1月  300円

「婦人通信 2月一カルテから見た現代母親像ほか」
1994年2月  300円

「Fi町 :Fitt Vol.22-特集 転換点に立つ女性労働

の年賀状ほか」 1994年 1月  300円

ほか」 Click 1993年 11月 550円

「婦人通信No.258-女性専用車両を実現しようほか」
社会主義婦人会議 1993年 10月 400円

「婦人通信No.259-強 姦救援センター10周年記念ツ
アーin福岡ほか」 1993年 11月  400円
「婦人通信No.26い第2回強制「従軍慰安婦」問題ア
ジア連合会議 〈アジア7カ国がつどい日本政府に早期
解決を迫る〉ほか」 1993年 12月  400円
「プロシューム12月 号一特集 学校とどうつきあうほ
か」  大阪よどがわ市民生協 1993年 12月  330円
「プロシューム1月号―特集 減農薬ってたいへんな

ほか」 朝倉ふみ 1994年 1月  200円
「CHOISiR(シ ョワジール)Voi.32-特 集 メデイ

ショワジール 1993年 12月  300円
んだほか」 1994年 1月  330円

「れ組通信No.79-オ レゴンの山の中で経験したウー
マンズ・スピリチュアリテイほか」

れ組スタジオ東京 1993年 11月 400円

「れ組通信No.80-本を読む時間もないKさ んに送る

「れ組通信No.81-性 嗜好から性志向へほか」
1994年 1月  400円

「れ組通信No.82-個 人的なことは社会的 (日本の社

「プロシューム2月号―特集 やってみたいな、こん
なPTAほか」 1994年2月  330円
「女のためのクリニックニュースNo.104-フ ェミニ
ス トカウンセリング全国大会ワークショップほか」

ウィメンズセンター大阪 1993年 12月  300円
「女のためのクリニックニュースNo.105-みんなで
考えよう女と胎児診断ほか」   1994年 1月  300円
「Women and Health :n」 apan No.1l Winter
1993-94 Report on the "Women and AIDS"Sympo‐

sium etc.」 Women's Center Osaka 500円
「月刊むすぶNo.276-特 集 産ませる社会・産ませ
ない社会ほか」  ロシナンテ社 1993年 12月 700円
「月刊むすぶNo。 277-特集 企業ってなんだ ?ほか」

1994年 1月 700円

「Voice第 46号―規約人権委員会審議傍聴報告第一
弾ほか」 住民票続柄裁判交流会 1993年 11月 150円
「Voice第 47号一規約人権委員会での婚外子問題論
議 ほか」 1993年 12月 150円

「あごらNo.19時政治 “改革"の危険性ほか」
BOC出版部 1993年 11月  1133円

「あごらNo.191-買 春王国「性を売る女たち」ほか」
1993年 12月  886円

(松香堂で扱っているミニコミの最新情報です)

「行動する女No.78-家庭科共修は今ほか」
行動する女たちの会 1993年 10月  200円

「行動する女No.79-「 イエローキャブ」を検証する

「Woll月号一特集 性を語るほか」
Weの会 1993年 11月 600円

「Wo12月 号一特集 つながるいのちはか」
1993年 12月  600円

「Wel月 号一特集 病い 。障害を分かち合うほか」
1994年 1月  600円

「シングルズ。ネットVoi.19-特 集 シングルズア
ンケートほか」

確信犯 ?シ ングルの会 1993年 12月  200円
「パヮーァップニュースVOL.8-子 たたきする母親
は悪い母ですかほか」
パワーアッププランニング 1993年 12月  250円

「WiFE No.24卜特集 病気とのついあいほか」
グループわいふ 1994年 1月  460円

「野合Vo:.35-と どまるところをしらない往復書簡

アほか」

「あんだんて‖号一女性史 〈古代から近代まで〉ほか」

女性史グループあんだんて 1993年 12月  800円
「FLCネ ットワークニュースレターNo.9-特集「ク
レヨンしんちゃん」を考える」

FLC研究所 1994年 1月  300円
「女性のライフサイクル研究第二号特集 ダイエット
から摂食障害まではか」

FLC研究所 1993年 1月  1000円
「ファムポリティック創刊準備号―緊急特集 政治家
はほんとうに「政治浄化」を望んでいるのかほか」

グループわいふ 1993年 9月  300円
「ファムポリティック創刊号一緊急特集 改正「政治
資金規正法」はザル法になる !ほか」

1993年 12月  300円
「「メディアと人権を考える会」報告書No.1ド ラマ

「フイリピーナを愛した男たち」をめぐって」
メディアと人権を考える会 1993年 11月  700円

「報告書 住民参画を考える 参画 ?」
住民参画を考える会 1993年 10月  824円
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ミニコミの女たち

〈CHOIS:R〉 色川 奈緒

「女から女たちへ」という言葉が恥ずかしい。「徒党を

組んで闘う」スタイルに馴染めない。一枚岩であること

が「勝利」につながると信じて疑わないように見える女

性たちが苦手である。それでも、たぶん私はフェミニス

トだ。世の中をフェミニストとそれ以外に分けるのな

ら。

1989年末に中絶可能時期の短縮問題を知り、知人と

グループを発足 したのが きっかけで、ミニコミ

「CHOISIR」 を発行するようになった。当初は避妊や中

絶など、身体に関する記事をまとめたりしていたのだ

が、だんだんと、自分自身に密着した形の意見を交換す

る場に変わっていった。

読者の中にはバリバリの運動家もいるが、フェミニ

ズムに関心はあるものの、本やシンポジウムだけでは、

しっくりこない自分を抱えている人が多い。

いつも、全体と個人の間で揺れている。そういうもん

じゃないか、と思っている。キレイゴトは信用できない。

たった一言で言えてしまう答えなら、問題はとうの昔

に解決していたはずなわけで、だから私は、簡潔な言葉

の裏の意図されたものに思いをめぐらせることはでき

ても、フェミニストと呼ばれる人たちの紋切り型口上

や、市民運動家と呼ばれる人たちのスローガンを好き

になれない。

例えば、中絶の非合法化には反対でも、中絶選択の権

利は絶対的なものかどうか、とまどいを覚える。ポルノ

グラフイが現実の性差別の再生産になるという側面は

認めるが、法規制には絶対に反対だし、ポルノグラフイ

は必ずしも性差別とイコールとは限らないと思う。ミ

ス・コンテストが「性の商品化」だという見方に、一概

にうなづけない。男も女も育児休暇をとれると言った

ところで、実際に育児休暇をとりそうな男を私は知ら

ないが、「家事を分担してくれる協力的な男」とか「妻が

外で働くことに理解がある男」に惚れるという芸当は、

私にはできない―などなど。

解答が一つしかないかのように、語り始めた誰かの

口をふさぐおエラ方の態度が大嫌い。違いを違いとし

て認め合い、相手を黙らせるのではないやり方でつな

がっていく、というフレーズの、そのウツクシサも怖い。

仲良しクラプをやっていくことの安心感は、人を束縛

する。違う意見を口にすることがご法度となったり、日

にしたところで、腹の底を隠した賞賛を受けるだけに

終わったりするという形で。

昨年末に「CHOISIR」 は個人誌になった (当初のグ

ループは解散したのである)。 このミニコミを続けてい

く目的も気持ちも十分に持ち合わせていた私のやり方

で私が作るこのミ■コミに、いろんな人が関わつてく

れたら、それはとても嬉しい。

簡潔に言い切ることのできない自分を語ることで見

えてくるもの、それを読んだ誰かが何かを返してくれ

ること、そして、そこからまた見えてくるものを大切に

していきたい。これからも、「フェミニズムからこぼれ

る私」を基本に置いていくつもりでいる。

だから、もちろん投稿大歓迎。最近嬉しかつたこと、

怒り、悩みなど、何でもアリ。ちなみに「CHOISIR」 は、

年齢・性別・セクシユアリテイ不問。

年会費3000円。東京0-24408(名義 :シ ヨワジール)

問い合わせ先 :東京都杉並区天沼2-8-7-103色川奈緒

☆1993年度 ウイメンズブックストアBEST20☆ (松香堂刊は除外)
①エイジズム ニューフェミニズムレビュー第4号

樋口恵子編 学陽書房 1600円
②皇太子妃報道の読み方 亀井 淳 岩波書店 550円
③ボロずきんの冒険
エクセル・J・ フェルプス編 学陽書房 1600円

④ワーキングウーマンのサバイパルガイド

福沢恵子 学陽書房 1400円
⑤女性の呼び方大研究 遠藤織枝編 三省堂 1600円
⑥男の座標軸     鹿島 敬 岩波書店 580円
⑦対話快楽の技術

斉藤綾子・伏見憲明 学陽書房 1500円
③女性差別の社会思想史

安川悦子・安川寿之輔 明石書店 4800円
⑨女性情報年鑑1993「女性情報年鑑」編集部編

パドウィメンズオフイス 3800円

⑩老いの青い鳥を求めて

樋口恵子監修 ミネルヴア書房 1700円
⑪女性と戸籍    樹原富士子 明石書店 2060円
⑫男女論     山崎浩一 紀伊国屋書店 1500円
⑬愛という名の支配 田嶋陽子 太郎次郎社 1780円
⑭結婚と家族     福島瑞穂 岩波書店 550円
⑮精神療法Vo:.18「女性と精神療法」

金剛出版 1850円

⑩アジアの子どもと買春
ロン・オグレデイ 明石書店 1600円

⑫セカンドカミング   落合恵子 新潮社 360円
⑬女性と社会保障

社会保障研究所編 東大出版 4532円
⑩沈黙の季節 ゲイル・シーヒー 飛`鳥新社 1600円
④沈黙をやぶつて 森田ゆり編著 築地書館 2060円



ウイメンズ ブックス 第50号 1994年 2月 25日

=書 評=
『フェミニズムJヽ説論―女性作家の自分探し』 渡辺和子 柘植書房2884円

副題の「自分探し」がひっかかる。「自分」とは掘 り下げ、絶えず定め直していくもので

あって、きょときょと探すものではないからだ。とくに作家は自分の特殊性へのこだわりか

らまず出発する。それは負のこだわりである場合がほとんどだが、言語化という行為によっ

て正の意味づけへの転換をはかる。そこに「書くわたし」が成立するのだ。だから、作家は

この地点ですでに自分の属する集団から離反する自己を確保している。「書くわたし」は

書き手としての自己をさらに社会的に位置づけることで、いいかえれば特殊性の普遍化に

成功することでの教、公認された「作家」へと昇格しうるのだ。

ここではじめて新しい課題が生ずる。自ら離反した集団との折り合いをいかにつけるか、

だ。たとえばアメリカの黒人女性作家の場合のように、黒人として女として二重に抑圧され

た集団との関係づけにおいて集団の語り部あるいは巫女といったスタンツをとることもで

きるが、逆に女性集団が抑圧的に働けば、そこから永遠に離反しつづけることに正の意味づ

けをせざるをえないこともありうるのだ。したがって、「フェミニズム小説」とはやはり、

書き手のフェミニス トとしての自己認識に基づくものであり、女性の女性としての抑圧の

言語化という共通項だけでは成立しないのではあるまいか。

以上二つが「フェミニズム小説論」の著者の野心的なアプローチにたいする、小説の書

き手としてのわたしの批判である。

だが、ひるがえって、作品をフェミニズムの視点から読むことは無限に可能であり、そう
いう読者の存在は、とくに女性作家の作品に関しては不可欠である。著者はフェミニス トの

立場から、アメリカ女性作家の自己定立史を作品の読解を通して丹念にたどっていく。それ

はとりもなおさず、著者自身が書いているように、著者の「自分探し」の真摯なプロセスで

あり、それを豊富な知識と言葉を駆使して、女性必読の書にまとめ上げた。

冥王 まさ子 (作家)

○会費納入のお願い。年が新しくなりましたので、本年度の会費納入をお願いします。
○『資料日本ウーマン・リブ史』第Ⅱ巻 (11,000円 )を発行しました。ぜひご一読下さい。図書館等
へのリクエス トもお願いします ′

＝

原

稿

募

集
＝

上記の書評欄への投稿をお待ちしています。

女性の日で見直した鋭い批評や、視点を変えた
ユニークなものをお寄せください。400字詰原

稿用紙に約2枚、900字前後です。掲載させて頂
いた方には薄々謝、進呈致します。

「あなたの情報 。私の情報」とコラム「わた

しの出会った本」は知って欲しい本、ご意見 。

情報交換等に御利用ください。400字以内でお

願いします。但しこれらの欄は申しわけありま

せんが、薄々謝も差し上げられません。

尚、ご投稿は会員に限らせていただきます。

宛先は

〒602京都市上京区下立売通西洞院西入
松香堂書店「ウイメンズ ブックス係」です。
次号の締切は 1994年 4月 20日 。
たくさんのご投稿をお待ちしています。

編 集 室 か ら
☆おいしい食事は楽しく食べられる関係があって
こそ成り立つもの。ステキな本との出会いは、

それをサカナに会話の出来る人を持って、初め

て私の栄養になるのだと思います。読書三味の

生活の中で、妙に人恋しくなっている自分を感

じています。 (池嶋 陽子)

☆こんなにもたくさん、力のこもった、胸の熱く

なる、いい本が出ている。なのに女の本が売れ

ない。書店の女性の本のコーナーがだんだん小

さくなっていく。でも、ベストセラーよりは、

少数の読者を持つ本の方が、著者と読者の関係

は濃密なのかも知れない、と思ったりする。今

年もいい本を紹介します。よろしく。

(や ぎ みね)

☆次号は1994年 5月 25日発行の予定です。


